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　⑵　雇止めや契約更新をめぐるトラブル発生の有無、トラブルの原因

　　　　調査期日までに有期契約労働者を雇用していたことがある事業所で、有期契約労働者とのト

ラブル発生の有無をみると、「トラブルがあった」が総数で 3.4％となっており、トラブルの

原因（複数回答）をみると、「雇止めの理由について納得してもらえなかったため」が最も多

く 35.7％、次いで「更新への期待についての認識の違い」32.0％、「更新後の労働条件につい

て納得してもらえなかったため」22.8％の順となっている。

　　　　就業形態別にみると、契約社員は「契約期間の定めの有無についての認識の違い」、嘱託社員、

短時間のパートタイマーは「雇止めの理由について納得してもらえなかったため」、その他の

パートタイマーは「更新後の労働条件について納得してもらえなかったため」が最も多くなっ

ている。（表 22）

表 22　就業形態、有期契約労働者とのトラブル発生の有無、トラブルの原因別事業所の割合

（平成 16年１月１日以降平成 17年９月１日現在まで）


